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1. ソフトコンポーネントを計画する背景 

「ミャンマー国カレン州道路建設機材整備計画」（以下、本計画と称す）は、ミャンマー国（以

下「ミ」国と称す）の中でも特に開発が遅れているカレン州における地域住民の生活改善を目

標とし、同州計画対象路線の道路・橋梁工事において実施機関（建設省公共事業局）が直営で

工事を行うために必要な建設機材の調達を行うものである。 

カレン州における道路建設、維持管理のための既存建設機材は、「ミ」国建設省公共事業局機

械部下ミャンマー事務所の機材管理センター（ヤンゴン市マヤンゴン）において一元的に管理

されており、同管理センターの管轄下にあるカレン州並びに各州に配備されている。また、機

材のスペアパーツも同管理センターが管理している。管理自体はなされているものの、現状で

は台帳が紙での管理となっており、老朽化した機材も、その台帳からの抹消手続きが煩雑で、

それが完了するまで駐機場に放置されている等、システム上の問題が散見される。 

このような状況の中、本計画により調達される建設機材が効率的に運用・維持管理されるた

めには、先方実施機関の保有機材及びスペアパーツ管理システムを強化することが肝要である

と考えられる。調達機材の初期操作指導や運用指導そのものは機材調達業務の一環として実施

することになるが、上記機材管理システム強化を目的としたソフトコンポーネントを実施する

ことにより、本計画の調達機材だけでなく既存保有機材及びスペアパーツに対する適切な管理

の実現に資することが期待できる。 

また、本ソフトコンポーネントでは機材管理システムの強化に加え、カレン州整備対象路線

の一部区間においてパイロット施工を実施する。調達機材搬入・組立後に実施される初期操作

指導、運用指導は機材基本性能の説明や基本操作・基本メンテナンスの指導を目的とするもの

であることから、パイロット施工を通じて本計画調達機材を応用的に操作・管理するための技

術の習得を図るとともに、パイロット施工一連の中で実践的に機材管理システムを活用するこ

とにより、本システムの効率的な運用を継続していくための手順・手法について習熟度を深め

ることが可能となる。 

2. ソフトコンポーネントの目標 

上記の背景を踏まえ、プロジェクトの効果発現と持続可能性の観点から以下の目標を設定す

る。 

 本計画による調達機材がその施工性能を十分に発揮して道路建設に活用されるとともに、

既存保有機材及びスペアパーツとともに効率的な運用・維持管理のもとに置かれる。 

3. ソフトコンポーネントの成果 

本計画によるソフトコンポーネント完了時の直接的成果を以下に記す。 
 

成果 1： ヤンゴン市の機材管理センター職員が本計画調達機材の稼働状況、スペアパ

ーツの在庫状況を統括管理するためのシステムが構築される。 
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成果 2： カレン州公共事業局職員が機材ストックヤード及び建設サイトに配置される

機材の稼働状況、メンテナンスの必要性・緊急性を把握し、機材管理センタ

ーとの体系的な管理体制を確立することにより故障時においても迅速な対応

ができるようになる。 

成果 3： カレン州公共事業局職員の道路建設にかかる施工管理能力が向上するととも

に、本計画調達機材の施工性能を十分に発揮することでより質の高い道路が

整備される。 

4. 成果達成度の確認方法 

本計画によるソフトコンポーネントの成果達成度を確認するため、成果毎の確認項目を以下

の通り設定する。達成度の確認にあたっては、ソフトコンポーネント対象者への事前・事後の

アンケート調査により評価を行う。 

 

成果 達成度の確認項目 
成果 1： 

ヤンゴン市の機材管理センター職員が本計画調

達機材の稼働状況、スペアパーツの在庫状況を統

括管理するためのシステムが構築される。 

1. 本計画調達機材及びスペアパーツの稼働状況、在庫状

況を適切に把握できるか。 
2. データベースを活用した台帳管理の手法・手順を理解

し、正確なデータ管理を実施できるか。 
3. 過不足なくスペアパーツを備蓄するための調達計画を

理解できるか。 
4. 本調達機材の管理手法を基にカレン州への既存保有機

材をリスト化することにより配置状況、稼働状況を管

理できるか。 
5. 管理対象を管轄下の既存保有機材に拡大できる能力を

習得したか。 
成果 2： 
カレン州公共事業局職員が機材ストックヤード

及び建設サイトに配置される機材の稼働状況、メ

ンテナンスの必要性・緊急性を把握し、機材管理

センターとの体系的な管理体制を確立すること

により故障時においても迅速な対応ができるよ

うになる。 

1. 本計画調達機材及びスペアパーツの稼働状況、在庫状

況を適切に把握できるか。 
2. データベースを活用した台帳管理の手法・手順を理解

し、正確なデータ管理を実施できるか。 
3. 機材管理状況について機材管理センターへの定例報告

の重要度を理解し、実践しているか。 

4. 本調達機材の管理手法を基にカレン州内の既存保有機

材をリスト化することにより配置状況、稼働状況を管

理できるか。 

成果 3： 
カレン州公共事業局職員の道路建設にかかる施

工管理能力が向上するとともに、本計画調達機材

の施工性能を十分に発揮することでより質の高

い道路が整備される。 

1. 施工サイトにおいて本調達機材を安全かつ適切に運転

できるか。 
2. 本調達機材の機能・性能を十分に発揮した施工ができ

るか。 
3. 設計図書・仕様通りの工事材料を調達し、施工計画に

沿った施工が実施できるか。 
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5. ソフトコンポーネントの活動（投入計画） 

(1) 活動内容 

本ソフトコンポーネントは、カレン州に配置される機材を統括管理している公共事業局（以

下、PW と称す）の下ミャンマー機械部（図 5-1 参照）を対象とし、ヤンゴン市マヤンゴンタウ

ンシップの機材管理センター、及びその下部組織である PW カレン州事務所内サブ・ワークシ

ョップの機材管理担当職員、整備担当職員等に対して実施する。ここで、機材管理センターの

組織体制としては、担当業務が明確に分かるような各部署（機材管理部、整備部等）は設けら

れておらず、組織をとりまとめる Superintendent Engineer の下に担当者が複数配置され、

Superintendent Engineer から各自に担当業務が与えられている。例として、PW カレン州事務所

の代表者は Superintendent Engineer、事務所の名称は Superintendent Engineer’s Office であり、そ

の中に機材管理担当、整備担当等の職員が割り当てられている。このような組織体制に鑑み、

本ソフトコンポーネントを実施する際には、機材管理センターの Superintendent Engineer 及びカ

レン州事務所の Superintendent Engineer に配下の機材管理担当者、整備担当者等を研修への参加

者として任命してもらう。 

公共事業局総裁
Managing Director

Public Works

計画担当副総裁

Dept. M. Director 
(Planning)

機械部副技師長
Dept. Chief Engineer
(Mechanical Dept.)

公共事業局本部

出所：公共事業局

公共事業局機械部・部長(下ミャンマー担当)
Superintending Engineer (Mechanical)

(Lower  Myanmar) 
Office: Mechanical Equipment Compound, 

Lower Myanmar, Mayangone, Yangon

公共事業局機械部・部長(上ミャンマー担当)
Superintending Engineer (Mechanical)

(Upper Myanmar)
Office: Mechanical Equipment Compound , 

Upper Myanmar,  Mandalay

校長 (1)
技師 (4)
事務職員 (4)

建機ｵﾍﾟﾚｰﾀ (4)
運転手 (1)
メカニック (2)

職員数 計: 16

機械訓練センター

Mechanical
Training Centre

(Lower Myanmar)
(Insein, Yangon)

上級技師 (1)
技師 (16)
事務職員 (34)
運転手 (7)
メカニック (64)
その他 (33)

職員数 計:155

中央整備工場

Base Workshop
(Lower Myanmar)
(Insein, Yangon)

上級技師 (1)
技師 (87)
事務職員 (45)
建機ｵﾍﾟﾚｰﾀ (293)
運転手 (377)
メカニック (185)
その他 (52)

職員数 計:      1,040

機材管理センター

Mech. Equip. Compound
(Lower  Myanmar)

(Mayangone & Nwekhay) 
(Yangon)

地方整備工場
Regional Workshops
(Sub-workshops: 8)

校長 (1)
技師 (4)
事務職員 (5)
建機ｵﾍﾟﾚｰﾀ (1)
メカニック (1)

職員数 計: 12

機械訓練センター
Mech. Training Centre

(Upper  Myanmar)
(Mandalay)

上級技師 (1)
技師 (102)
事務職員 (60)
建機ｵﾍﾟﾚｰﾀ (299)
運転手 (389)
メカニック (178)
その他 (70)

職員数 計: 1,099

機材管理センター
Mech. Equip. Compound

(Upper  Myanmar)
(Mandalay)

地方整備工場
Regional Workshops

中央整備工場

Base Workshop
(Upper Myanmar)

(Mandalay)

上級技師 (1)
技師 (20)
事務職員 (26)
運転手 (5)
メカニック (68)
その他 (27)

職員数 計:147

総務担当副総裁

Dept. M. Director 
(Administration)

建設担当副総裁

Dept. M. Director 
(Works)

 

注）図に示す通り、PW 下ミャンマー機械部の機材管理センター管轄地域には地方整備工場（サブ・ワークショップ）が 8
箇所あり、PW カレン州事務所内に併設されているサブ・ワークショップはそのうちの 1 つである。 

図 5-1 機械部組織図 
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本計画のソフトコンポーネントは、受注コンサルタントによる直接支援型とし、ソフトコン

ポーネントの成果を達成するための活動内容を成果毎に以下に記す。 

1) 成果 1 に対する活動 

(a) 必要な技術・業種 

機材台帳システム管理者、メカニック 

(b) 技術水準 
 

現状の技術水準 必要とされる技術水準 

保有機材やスペアパーツの在庫管理を紙に

より行っているため、必要な情報の取り出し

が容易ではなく効率的とは言えない。 

パソコンのデータベースを有効に活用する

ことにより、保有機材やスペアパーツの出入

庫管理を容易に行うとともに、機材の維持管

理サイクルやスペアパーツ調達時期等を効

率的に計画する。 

(c) 対象者 

中央機材管理センター担当職員及びカレン州担当職員（合計約 30 名） 

※機材管理センターの研修であるがカレン州担当職員も対象とする。これは、機材管理センター管轄地域

の地方事務所担当職員も元は同センターに所属したうえで配置されており、本人希望も考慮のうえ 2 年

～数年のサイクルで同センターや地方事務所間で人事異動が行われているためである。現在カレン州事

務所に配属されている職員からも、中央組織である同センターへの帰任を要望する声も聞こえており、

将来的に同センターに戻り中央での統括管理業務に従事する可能性が高い。したがって、中央及び地方

両方の研修に参加させることが効果的であると考えられる。また同様に、カレン州での研修時において

も、機材管理センター担当職員も対象とする。 

(d) 実施方法 
 

実施場所 機材管理センター（ヤンゴン市マヤンゴン） 

実施期間 第 1 回目：実技指導 0.6 ヶ月（活動日 12 日、移動日 2 日、休日 4 日） 

第 2 回目：評価・フォローアップ 0.3 ヶ月（活動日 5 日、移動日 2 日、休日 2 日） 

活用教材 - 建設機材運行記録マニュアル（運転台帳） 

- 建設機材運転維持管理マニュアル（スペアパーツ管理台帳） 

実習用機材 - デスクトップパソコン 3 台 

- 管理データベース（汎用ソフトウェア） 1 式 

※ 調達するソフトウェアとしては操作性に優れた「FileMaker」を推奨する。 

活動内容 第 1回目： 

本計画調達機材及びスペアパーツの台帳管理データベースを導入し、管理システ

ムの運用ノウハウを習得させるために上記 2 つのマニュアルに沿って研修を行

う。 

実施時期は本計画調達機材の搬入前とし、主な研修内容は以下の通りである。 
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- データベースソフトウェアの概要説明、オリエンテーション：0.5 日間 

- 機材諸元（メーカー・モデル、調達先、登録番号等）のデータ入力 

：2 日間 

- 機材の稼働状況、出入庫管理：2 日間 

- スペアパーツ、消耗品の在庫管理：2 日間 

- 定期点検・メンテナンスの実施計画：2 日間 

（稼働時間、走行距離等による実施計画を立てる） 

- 定期点検・メンテナンスの実施記録：2 日間 

- 管轄地域事務所からの定例報告をシステムに反映し、管轄下にある機材の

配置状況、稼働状況等を一元管理（本ソフトコンポーネントにおいてはカ

レン州の本計画調達機材を対象）：1 日間 

- 上記活動を対象者自らが実施するためのフォローアップ：0.5 日間 

 

なお、機材管理センターでの第 1 回目研修終了後、デスクトップパソコン 3 台の

うち 2 台を機材管理センターに残し、残り 1 台を PW カレン州事務所に配置する。 

 

第 2回目： 

第1回目の研修で習得したノウハウを用いてのデータベース活用状況について確

認及び評価を行う。特に、将来的には本計画調達機材だけでなく、本システムに

よる管理対象を機材管理センター保有機材に拡大した統括管理を実現する必要

があることから、同センターが自立してシステムを活用できるかを念頭に習熟度

を評価し必要に応じてフォローアップを行う。 

現地での活動は、評価に 3 日、フォローアップに 2 日の合計 5 日間とする。 

 

管理データベースの入力フォーム例 
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2) 成果 2 に対する活動 

(a) 必要な技術・業種 

機材台帳システム管理者、メカニック 

(b) 技術水準 
 

現状の技術水準 必要とされる技術水準 

配置機材の故障や老朽化により稼働できな

い機材があるが、簡易メンテナンスの設備が

不十分であり、さらに機材管理センターから

のスペアパーツ支給が遅れがちであること

から、適切な維持管理の実施及び故障時の迅

速な修理が課題となっている。 

本計画により調達される移動式ワークショ

ップの活用により日常の簡易メンテナンス

を適切に行う。また、パソコンのデータベー

スにより配置機材の稼働状況等を管理し、定

期的に機材管理センターに報告する。 

(c) 対象者 

中央機材管理センター担当職員及びカレン州担当職員（合計約 30 名） 

(d) 実施方法 
 

実施場所 PW カレン州事務所 

実施期間 第 1 回目：実技指導 0.6 ヶ月（活動日 12 日、移動日 2 日、休日 4 日） 

第 2 回目：評価・フォローアップ 0.2 ヶ月（活動日 3 日、移動日 2 日、休日 1 日） 

活用教材 - 建設機材運行記録マニュアル（運転台帳） 

- 建設機材運転維持管理マニュアル（スペアパーツ管理台帳） 

実習用機材 - デスクトップパソコン 1 台 

- 管理データベース（汎用ソフトウェア） 1 式 

※ 上記機材は機材管理センターから配置移動したものを流用する。 

活動内容 第 1回目： 

本計画調達機材及びスペアパーツの台帳管理データベースを導入し、管理システ

ムの運用ノウハウを習得させるために上記 2 つのマニュアルに沿って研修を行

う。 

本ソフトコンポーネントでは計画の一環としてカレン州整備対象道路の一部区

間においてパイロット施工を実施することから、本計画調達機材の施工サイトへ

の配置をケーススタディとする。 

実施時期は本計画調達機材の到着前とし、主な研修内容は以下の通りである。 

- オリエンテーション：0.5 日間 

- 機材の稼働状況、出入庫管理：2 日間 

- スペアパーツ、消耗品の在庫管理：2 日間 

- 機材の稼働時間、燃料・オイル消費量の管理：1 日間 

- 定期点検・簡易メンテナンスの実施計画：3 日間 

（稼働時間、走行距離等による実施計画を立てる） 
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- 定期点検・簡易メンテナンスの実施記録：2 日間 

- 本計画調達機材の配置状況、稼働状況、メンテナンス記録等についてヤン

ゴン市マヤンゴンの機材管理センターに定例報告：1 日間 

- 上記活動を対象者自らが実施するためのフォローアップ：0.5 日間 

 

第 2回目： 

第1回目の研修で習得したノウハウを用いてのデータベース活用状況について確

認及び評価を行う。 

また、カレン州内に配置されている保有機材を管理システムにリスト化する作業

を支援する。これは、将来的に本計画調達機材だけでなく、本管理システムによ

り州内すべての保有機材を管理対象とするための支援であり、PW カレン州事務

所が自立してシステムを活用できるかを念頭に習熟度を評価し必要に応じてフ

ォローアップを行う。ただし、カレン州においては一部地域において治安の問題

が残ることから、本ソフトコンポーネントの中でのリスト化は治安の動向に応じ

て可能な範囲で行うこととする。 

現地での活動は、評価に 2 日、フォローアップに 1 日の合計 3 日間とする。 

 

3) 成果 3 に対する活動 

(a) 必要な技術・業種 

道路エンジニア、機材オペレータ 

(b) 技術水準 
 

現状の技術水準 必要とされる技術水準 

既存の保有機材を用いて舗装工事を実施で

きる。 
本計画により調達される最新機材を効率的

に活用することでより品質の高い道路を施

工することができる。 

(c) 対象者 

カレン州道路担当エンジニア、機材オペレータ 

(d) 実施方法 
 

実施場所 カレン州整備対象道路のうち、道路起点ワボエタウから約 200m 区間 

実施期間 第 1 回目：0.5 ヶ月（パイロット施工準備） 

第 2 回目：1.5 ヶ月（パイロット施工指導） 

活用教材 - 舗装施工マニュアル 

実習用機材 - 本計画調達機材 
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活動内容 第 1回目： 

パイロット施工を円滑に開始するため、「ミ」国実施機関である PW の関係者と

協議を行い、予算状況、施工計画、工事材料の調達状況等について確認する。 

 

第 2回目： 

パイロット施工を通じて以下の技術指導を行う。 

- 作業工程、現場状況に応じた効率的な機材投入 

- 現場状況に応じ本計画調達機材の施工性能を発揮するための運転操作 

- PW カレン州事務所への機材状況の適宜報告 

(2) 実施リソース 

1) 日本側 

ソフトコンポーネントを実施するために派遣する人材、派遣期間、及び主な活動内容につ

いて以下に記す。 

 

担当分野 人数 期間（M/M） 主な活動内容 
機材計画 
（日本人技術者） 

1 名 1 回目：1.2M/M 
2 回目：0.5M/M 
合計：1.7M/M 

1 回目：台帳管理システムの研修指導 
2 回目：システム活用状況の確認・評価 

道路計画 
（日本人技術者） 

1 名 1 回目：0.5M/M 
2 回目：1.5M/M 
合計：2.0M/M 

1 回目：パイロット施工準備 
2 回目：パイロット施工技術指導 

通訳兼補助要員-1 
（現地傭人） 

1 名 1 回目：1.2M/M 
2 回目：0.5M/M 
合計：1.7M/M 

機材計画日本人技術者の通訳兼補助 

通訳兼補助要員-2 
（現地傭人） 

1 名 1 回目：0.5M/M 
2 回目：1.5M/M 
合計：2.0M/M 

道路計画日本人技術者の通訳兼補助 

 

パイロット施工実施場所
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2) 「ミ」国側 

ソフトコンポーネントを実施するために「ミ」国側が投入すべき人材等について以下に記

す。 

 

担当分野 投入人数 期間 
機材管理担当 30 名程度 1 回目：1.2 ヶ月 

2 回目：0.5 ヶ月 
合計：1.7 ヶ月 

工事責任者、道路エンジニ

ア、作業員 
パイロット施工

の工種に応じて

適宜投入 

1 回目：0.5 ヶ月（作業員除く） 
2 回目：1.5 ヶ月 
合計：2.0 ヶ月 

(3) 成果品の種類 

1) 日本側 

 建設機材運行記録マニュアル（運転台帳） 

 建設機材運転維持管理マニュアル（スペアパーツ管理台帳） 

2) 日本側及び「ミ」国側 

 研修により作成する台帳管理システムの運用フロー 

（中央と地方の定例報告体制等を含む運用フローを協同で作成する。） 

6. ソフトコンポーネントの実施リソースの調達方法 

ソフトコンポーネントの実施においては、データベースによる台帳管理システムを活用して

相手側実施機関の体制強化を図るとの観点から、ローカルリソースではなく日本人技術者が相

応しいと考えられる。その理由としては、①「ミ」国の現状においては、本計画調達機材のよ

うな多種にわたる建設機材をコンピュータで台帳管理する手法は普及しておらず、ローカルリ

ソースでは対応不可能である点、さらに、②本計画により調達される機材の大部分は本邦メー

カーの製品が想定されていることから、これら調達機材の運用・管理ノウハウ等においても日

本人技術者が最も精通している点、などが挙げられる。したがって、本ソフトコンポーネント

においては、受注コンサルタントが直接実施することが適切である。 
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7. ソフトコンポーネントの実施工程 

本ソフトコンポーネントの実施工程を以下に示す。 

  
2014
年 

      

  6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 

 調達・工事工程 
       

ソ
フ
ト
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト 

台帳管理システム 
の研修 

機材管理セ

ンター 

       

カレン州  
   

 
  

パイロット施工準備 
       

パイロット施工実施 
       

報告書提出時期 
       

注）「ミ」国では 5 月～10 月が雨季にあたる。 

8. 成果品の種類 

ソフトコンポーネントにより作成する成果品を以下に示す。 

 建設機材運行記録マニュアル（運転台帳） 

 建設機材運転維持管理マニュアル（スペアパーツ管理台帳） 

 舗装施工マニュアル 

 ソフトコンポーネント完了報告書 

完了報告書は以下の成果品を含む。 

- 施工写真等の活動記録 

- 上記マニュアル類、システムの運用フロー 

- 「ミ」国実施機関職員への事前・事後アンケート結果 

- 施主に提出した Final Report 

9. ソフトコンポーネントの概略事業費 

事業費については非公開。 

プロジェクト完工 

成果 1 

成果 2 

成果 1 

成果 2 

成果 3 

成果 3 

プログレスレポート 

（施主） 
進捗状況報告書 

（JICA） 

ファイナルレポート 

（施主） 

完了報告書 

（JICA） 

機材検収・引渡し
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10. 相手国側の責務 

ソフトコンポーネントの目標が達成されるためには、ソフトコンポーネントの実施による成

果に加え相手側実施機関が果たすべき責務として以下のような項目が挙げられる。 

 ソフトコンポーネントにより確立された管理システムを継続的に運用するため、組織内

において習得した技術や管理手法の普及及び水平展開を行う。 

 本計画による調達機材を活用して計画対象道路の整備を遅滞なく進め、管理システムを

活用しての効率的な運用・維持管理を実施する。 

 管理システムを活用しての運用・維持管理を適切に行うため、本計画による調達機材の

維持管理、及びスペアパーツの追加調達に必要な予算を確保する。 
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